
東海ゴム工業 様 

成功の鍵は、明確なビジョンと現地への敬意 
───ポーランド拠点設立と新システム導入の記録 

2009年で創立80周年を迎える東海ゴム工業。世界でトップクラスのシェアを誇る自動車

用防振ゴム・ホースを柱に、OA・IT関連機器、産業用資材と様々な分野に製品と技術

を供給しています。積極的に海外展開を進めている同社では、世界8カ国に19の拠点を

構え、現在、ポーランド、タイ、中国（天津、嘉興、広州）の5拠点でIFS Applicationsを

利用。中でも、ポーランドにあるTRI（Poland）社は、2000年からIFS Applicationsを

活用して、会計、販売物流等の業務を行っています。今回は、同社の設立時のメンバー

でもある永合幹弥課長にお話を伺いました。 

多機能なIFSの「データ移行ツール」 
───システム統合ツールとしても利用可能、データ複製機能も装備 

ビジネスの急成長にも 
新システムが柔軟に対応 

本社 経理部 第一財務課 

課長 永合様 
なごう  

商品紹介 

基幹系システムの導入やリプレースでは、既存システムからデータを移行するプロセスを省くことはできません。 
そこで、IFS Applicationsではデータ移行を支援するために、「データ移行ツール」を提供しています。 

ポーランド工場操業に向けて 
システムを選定 

　　  《データ移行ツールの特長》 
特長1 IFS Applicationsのすべてのビジネス 
 コンポーネントに、追加開発なしで対応可能 

特長2 複数のターゲット（移行先）に対する 
 処理を1つのジョブで実行可能 

特長3 移行ジョブ内で複数のIFS Applications 
 プロシジャ・関数を呼び出し可能 

特長4 移行ジョブで使用するデータ変換は、画面 
 上で変換表を作成するだけで、スクリプト 
 作成、プログラム作成は一切不要 

特長5 ジョブをスケジュールして実行することが 
 可能  

特長6 複数のジョブを指定した順番に実行する 
 ことが可能 

特長7 データ移行ツールの使用には、特別な 
 サーバーなどは一切不要 

導入後のシステム統合でも威力を発揮 

 

　データ移行はシステム導入時にだけ必要と

いうわけではありません。例えば、「設計部門

がPDMシステムに新規登録した部品をIFSの

品目マスタに登録」したり、「本社の購買部門

が購買システムに新規登録した購買品をIFS

の購買品目に登録」するといった処理を日次

のバッチで実行するような場合があります。

データ移行ツールはそういった場合にも威力を

発揮します。  

　データ移行ツールには、システム統合ツール

として活用する際、以下のような非常に優れた

点があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数のテーブルへの移行を１つのジョブで

実行 

 

　前記の特長を利用することによって、一般

的には実現が難しいと考えられているシス

テム統合も可能になります。 

　例えば、顧客や仕入先マスターデータは

複数のデータベーステーブルから構成されて

いますが、他システムが同じ構成をしている

とは限りません。そういった場合でも、データ移

行ツールは複数のテーブルへの移行を１つの

ジョブで実行できるので、保守、管理が容易で

データの一貫性も保たれます。 

　また、社内の他システムから受発注などの

トランザクションデータを移行するといった

場合も、移行ジョブ内でビジネスロジック

（プロシジャ）を呼び出すことにより、受け入

れたデータに対する処理（オーダのリリースな

ど）を自動で行うことが可能です。こういった

設定は、すべて画面上で行うことができます。 

 

システム統合ツールは、 

処理モードに合わせて使い分けを 

 

　IFSのコンポーネントアーキテクチャーの

技術基盤である「IFS Foundation1」には、

「IFSコネクト」という別のシステム統合ツール

がすでに存在します。「IFSコネクト」はSOA

によるシステム統合ツールで、受発注のよう

なトランザクションのリアルタイム処理に向いて

います。これに対し、データ移行ツールは

バッチ処理による一括処理に適しています。 

　データ移行ツールと「IFSコネクト」のその

他の違いは、前者がHTTP、メール、ファイル、

FTPなど様々なデータ通信プロトコルに対応

しているのに対し、後者は、ファイルまたはDB

内のテーブルにデータソースが限定されて

いることです。 

 

データ複製機能も備えた、 

データ移行ツール 

 

　データ移行ツールは、IFS Applications

システム内のデータ複製機能（レプリケー

ション）も持っています。データ複製機能は

「IFS Foundation1」にも装備されており、

その機能はほぼ同一です。  

　「IFS Foundation1」のデータ複製機能

は、非常に細かい条件を指定できる代わりに

設定は少し複雑です。これに対して、データ

移行ツールは細かい条件は指定できませんが

設定は簡単です。  

　また、データ移行ツールによるデータ複製機

能では、「IFSコネクト」と連動して外部へ複製

データを送信することが可能です。 

 

 

　ポーランドの南、ボルブロムという町にある

TRI（Poland）社。1999年に設立された同社

は、製造から営業、技術機能まで備えた欧州

における唯一の本格的な海外生産拠点と

して、ヨーロッパ全域の日系カーメーカーに

自動車向けゴム製品を製造・販売しています。 

　設立当時、すでに一年半後の本格生産開

始が決まっていました。操業に必要なあら

ゆるものを短期間で整備しなければならず、

業務アプリケーションもそのひとつでした。

システムの選定は、日本本社で行われ、5～６

社の製品を検討。機能面や現地でのサポート

などを考慮し、IFS Poland社が提案した「IFS 

Applications」が選ばれました。 

　「1999年、IFS Polandの開発メンバーが

無償で来日し、システム要件定義会議に参加

してくれたり、我々がポーランドへ行ったときに

受けた心のこもった対応や気遣いがとてもあり

がたく、彼らとなら一

緒にやっていけると

確信しました」と永合

課長は語っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　システム稼動当初は、サーバーをIFS  

Poland社内に設置するなど、IFS Polandとは

まさに二人三脚の状態でした。工場の立ち上

げから数年は、売上が倍増を続けましたが、

IFS Applicationsを導入したことで、こうした

急激な成長や会計制度の変更にも迅速に対

応できました。 

　また、ヨーロッパ各地に点在する顧客への

納品も課題でした。当時はEU統一前だった

ため、場所によってはトラックで5日間かかること

もあり、積送品も含む在庫管理が必須でした。

IFS Applicationsでは在庫をリアルタイムに

把握でき、会計とも連携していたので、原価計

算や業績評価もスムーズに行えました。 

　「昨年、検収・出

荷業務にバーコード

入力を導入したの

ですが、これによっ

て業務の精度と効

率が向上しました。

設立当時は、十分な

時間をかけてシステ

ムの仕様を検討す

る余裕がありません

でしたが、今思えば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もっと効率的なやり方があったかもしれません」

と、永合課長は当時を振り返ります。今では、

日本への会計報告も、IFS Applicationsとの

統合により、連結決算に必要なデータを本社

へスムーズに送付することができます。 

 

 

　すべてに日本流を持ち込むのではなく、現

地の人 を々リスペクトし、時には意見が衝突す

ることがあっても、議論を積み重ねながら、とに

かく業務の標準化を徹底していく─それが、

同社の方針でした。 

　従業員のモチベーションを高めるための工

夫もしています。全従業員に対して、四半期ご

とに業績説明会を開催し、品質向上に寄与し

た従業員を表彰する制度も設けています。 

　設立から９年。今では800人を超える社員が

この工場で働き、うち日本人は1％以下、マネー

ジャーレベルの過半数は現地の人で占められ

ています。 

　同社では、市民イベントへの協賛や日本文

化を広めるための支援など、地域住民との交

流を深める活動も積極的に行っています。こう

した地域密着型の姿勢と、実現すべき最終形

を念頭に組織や機能を形作ってきた努力が

同社を成功へと導いたに違いありません。 

現地との繋がり、人材活用を重視 

エンジンカバー 
ウレタン制遮音材 

エンジン用 
防振ゴム 

足回り用 
防振ゴム 

ボディー用 
防振ゴム 

小牧製作所・本社 

TRI（Poland）社の皆さん 

ビジネス 
コンポー 
ネント 
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